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特に満足したポイントを３つ 

1. ・多様なレストランでの食事、・オブザベーションラウンジでの眺めと、ほとん

どの時間で提供されている軽食、・カーレースのできるスピードウエイでの

興奮する船上体験 

2. "1．純粋なプライベートのクルーズに近い体験、2．初の外国港発着クルーズ

体験、3．初の連続日の洋上クルーズ体験" 

3. "・寄港日と航海日がバランスよくあり、船内のコンテンツを楽しめたが飽きも

しなかったこと、・無料のレストランが充実しており、飽きることがなかったこ

と・クルーズの本場アメリカのクルーズに乗船し、アメリカ人のクルーズの楽

しみ方を知れたこと" 

4. "・食事、・アクティビティ、・ラウンジ" 

5. 今回のクルーズは、いつもとは変わり、アメリカ・メキシコの寄港地でした。初

めて行くメキシコ、初めて乗るノルウェイジャンの船にのることができて、す

べてが新鮮だった点である。その中でも満足したポイントは、まず一つが、

寄港地がアメリカ・メキシコで普段旅行ではあまり行くことのできないメキ

シコに行くことができた点である。二つ目が、船の中にあるスカイラウンジ

である。開放的な空間で景色を一望でき、ゆったりといつでもコーヒーや紅

茶を飲むことができたのは、かなりリラックスできた。3 つ目は、レストランの

店舗の多さとおいしさである。4 店舗ほど有料レストランで夕食を食べたが、

どのレストランも味が濃過ぎずおいしかった。 

6. ・個人旅行で行くにはなかなかにハードルの高そうなメキシコの観光を大い

に楽しめたこと。・寄港地での観光や船内での食事、イベントなどが充実し

ていて、ほとんど退屈することがなかったこと。・同行した先生や学生との交

流が非常に楽しいものとなったこと。 

7. レストラン、特徴的なスライダー、オブザベーションラウンジ 

8. "・船内の有料レストランが美味しかった。・メキシコという個人では行きづら

い国に複数都市訪れることができた。・終日航海が複数日あり、船内でゆっ

たりと過ごすことができた。" 

9. "・自力では治安的にもハードルが高いメキシコに行けたこと、・人数が少な

学生アンケート 
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いからこそ密な時間を過ごせたこと、・LA 港見学などクルーズ外の時間も

充実していたこと" 

10. 他大学の人とも仲良くなれた、メキシコに行けた、ゆっくり過ごせた 

11. ➀船内の食事の充実さ：メインダイニング３ヶ所、ビュッフェ、２４時間空いて

いる「The Local」と種類も豊富で時間や服装をあまり考えず自由に食事

をできるのがすごく快適だった。またスペシャリティダイニング(フレンチ、イ

タリアン、ステーキ、鉄板焼き)も特別感があり、料理もすべて美味しく魅力

的だった。➁ObservationLounge：展望ラウンジの居心地がすごく良か

った。日中は船から景色が綺麗に見え、紅茶やコーヒーなどの飲み物も自

由に飲食できる点も魅力で、歓談スペースとしてクルーズ乗船中多くの時

間を過ごさせていただいた。③船内エンターテイメントの満足度：海の上で

のゴーカートは本格的で他の船ではなかなかできない貴重な体験である

と思う。個人的に洋楽が好きなので、ICONS などのステージショーはすご

く楽しめたし、マジックショーも観客を巻き込む形の演出で面白かった。 

12. ①船内のレストランの種類が豊富で 7 日間いても飽きなかった②リカルド

のお話でクルーズについての理解を深めることが出来た、Heven の見学

ができた。将来は Heven に泊まれるような財力でありたいと思った③

cabo の際に、クルーズ→小型の船に乗り換えて移動する経験ができた。こ

れは珍しい事であると橋本先生からお聞きし、特別感を感じた 

 

海外発着クルーズを申し込んだきっかけ。申し込むかどうかを考えていたときのクルーズイメージ 

1. 飛んでクルーズは、シンガポール発着から始まり、昨年 202502 のシドニー

発着に続き、いよいよアメリカ大陸に上陸。円安でもあり、費用が気になる

が、これまでにない体験ができることから、企画することにした。 

2. 海外発着のクルーズを体験できる点に大きな魅力を感じた。また港湾見学で

学べる機会もあり、単なる観光旅行ではなく総合価値が高いと考えて参加

を決めた。「本場」の客船運営や寄港地観光の実態を知りたいという関心

もあった。 

3. メキシコはなかなか個人で行くのは難しそうなので、旅慣れた人と行ってみた

かった。一方で前月と次月にもクルーズのお誘いがあり、また当該クルーズ

が 7 泊 8 日＋前後のフライで移動時間が長いことも分かっており、時間の

都合をつけるのが大変だとも感じていた。 

4. "海外発着であり、メキシコクルーズに関心があった。そして、ノルウェージャン
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ということもこれまでに乗船機会がなかったため、乗船してみたかった。LA

発着であったため、海外の方の船での過ごし方や、寄港地をどう回るのか、

港の状況にも関心があった。" 

5. 申し込んだきっかけはメキシコとアメリカに行くことができるクルーズだったこ

とと初めて乗る船の会社だったことだ。メキシコには前々からもっと訪れた

いという気持ちがあったが、なかなか旅行でいけるところではなかったので

クルーズで行くことができると知って行くことにした。また、クルーズ船も昔

からあるプリンセスやロイヤルカリビアンではなくノルウェイジャンだったた

め、興味がわいたのが一番の理由である。 

6. 就職活動を始める前という比較的スケジュール的に余裕のある時期に、一度

日本から大きく離れた場所への海外旅行をしてみたいと思っていた中で、

ゼミ関係者同士という安心できる人同士で旅行できる機会が得られるのは

ありがたいと感じたため。以前乗った東京台湾間でのクルーズに乗ったとき

が楽しく、また再び乗りたいと感じたため。 

7. 今回で５回目のクルーズでクルーズ自体への懸念はなかったのと卒業前と

いうこともあり、最後のクルーズとして申し込んだ。ゼミとして毎年春には海

外クルーズに行っているので抵抗はなく申し込めた。迷うことはなかった。 

8. 最終学年であるため、卒業旅行として、親しい友人達と特別な旅行をしたか

ったため、また、行先がアメリカ・メキシコであり、魅力的に感じたため、参

加を決定した。海外発着クルーズは初めてでは無かったこともあり、申し込

むかどうか迷うことはなかった。 

9. 卒業旅行であるとともに、踏み込んだことのない土地にいけるという興味か

ら。社会人になればこれほどの時間は取れないので経験しておきたかっ

た。 

10. 今回クルーズに乗るのは 2 回目で、前回は日本発台湾着だったので海外

着であることには不安はなかったのですが、海外発ということは少し不安に

感じていました。でも、海外慣れしている先輩が多くいることや先生方も一

緒ということもあり参加することに決めました。 

11. これまでクルーズに乗船した回数は１回で、国内の寄港が多い比較的近場

のクルーズだったため、海外発着というところが個人的に少しハードルが高

く、悩んだポイントではあった。ただ今年から社会人になるため今後そのよ

うな機会に巡り合えるかというのも考えた上でやはりすごく貴重な機会だと

感じ、申し込みたいという気持ちがかなり大きかった。 

12. 橋本先生からの案内&一緒に行く人がいたから。これまでにもクルーズに
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参加する機会はあったが、寄港地に興味がなかった。今回のメキシコもそこ

まで興味はなかったが、滅多に行けないし、せっかくの機会に行ってみるの

もありだなと思い、参加を決めた。クルーズってそんなに楽しいものなの

か？と思いながら、これも経験と思い参加を決めた。 

 

クルーズの概要を知ったときの感想 

 

1. アメリカのロサンジェルスという大都市から始まり、メキシコのリゾート地 3 か

所をめぐるという胸躍るクルーズ。円安ということもあるが、ZIPAIR のお

かげでフライトも手ごろで、クルーズの料金も手の届く範囲だったため、実

現した。 

2. ロサンゼルス発着でメキシコの複数港を巡る行程を知り、非常に充実したプ

ログラムであると感じた。大型クルーズ船で数日間生活しながら寄港地を

訪れるという旅行形態は、日本ではまだ一般的ではないため、新しい経験

になると考えた。また港湾視察やディスカッションが含まれている点も、単な

る観光ではなく学びの機会として魅力的であった。 

3. ノルウェージャン社のクルーズに乗ってみたことがなく、初めての船社に乗っ

てみたいという思いが強くあった。2018 年建造で比較的新しい船である

ことも魅力であった。また、それほど高額な料金ではなかったため、この円

安とインフレ時代にカジュアル船がどこまでコストパフォーマンスを追求で

きているのかを自ら確認してみたいと感じた。 

4. ルウェージャンクルーズは、フリースタイルクルージングであり、好きな時間に

レストランを利用できることや、ドレスコードも比較的自由であることから、

どのようなクルーズなのか楽しみ。メキシコのカボ・サン・ルーカス、マサトラ

ン、プエルト・バジャルタと複数の都市を訪れることができるためどのような

違いがあるかも含めて楽しみである。 

5. クルーズの概要を知ったときの最初の感想は、クルーズ船の期間がいつもよ

りも長く、海の日も 3 日あることにワクワクした。今まで乗ったクルーズ船は

海の日はあまりなく、毎日が寄港地で忙しかったが、海の日があることでク

ルーズ船内も存分にたのしめることに楽しみだった。また、アメリカ発着だっ

たため、アメリカも観光できるとおもいとてもワクワクした。 

6. 普通の個人旅行では観光するのが大変そうなメキシコを、お手軽かつ効率的

に巡ることのできる方法があるとわかり、とても良いコースであるように感
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じた。また、船にゴーカートがあるなど今までのクルーズでは聞いたことの

ないような要素もあるとわかり、なお楽しみが増幅したように思われた。そし

て、今回は今までにないアメリカ発着クルーズということで、雰囲気がどの

ように変化するのかも気になった。 

7. 概要を知ったのは随分前なので、あまり覚えていないが、ノルウェージャンク

ルーズに初めて乗れることは楽しみだった。今までとの船会社との違いを観

察しようと思った。また、初めてのアメリカだったので、その点でも楽しみだ

った。 

8. アメリカ・メキシコともに初めて訪れる国であったため、興味を持った。ロサン

ゼルス発着であるということ自体は特段魅力的ではなかったが、メキシコを

巡るクルーズであるということがとても魅力的であった。また、過去に乗船し

たことがない会社の船だったことも選択の理由となった。 

9. どのクルーズにするかの選択から今回関わることができたが、乗ったことのな

い船の今回のコースか、ガルベストン発着のコースかで迷った。メキシコの

リゾート地だけの前者より後者の文明遺跡も巡るコースに魅力を感じたが、

時間や発着地的には前者が現実的だと考えた。 

10. 前回のクルーズでは寄港地がなかったので寄港地があることが嬉しかった

です。船内にゴーカートがあることも楽しみでした。寄港地がメキシコで三

つあることをとても楽しみにしていました。治安的にも一人ではなかなか立

ち寄れない場所に寄港地として立ち寄れることがいいなと思いました。 

11. 過去に乗船したクルーズと比較して規模感も全く違っていて魅力的だった。

特にこれまでアメリカメキシコに渡航した経験もなく、メキシコに旅行で訪

れる経験はなかなかないと感じたため、ロサンゼルス発着で寄港地観光で

メキシコを周遊できるという点に強く惹かれ、学生最後の旅行としてぜひ行

きたいと感じた。 

12. そこまで興味がなく、なんとなく応募したため、メキシコのどこに行くかもあ

まり意識していなかった。とりあえずあまり自分から積極的に行かないであ

ろうメキシコに行けることに価値は感じていた。船内の内容もクルーズ経験

がないためよくわからなかったが、赤井先生のおかげで安く行けることが非

常に魅力的に感じた。 

 

申し込み後、乗船日前夜に考えたこと 

1. 日本は真冬であるが、南カリフォルニアは、初夏。持ち物は少し悩んだが、暑
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ければ、脱げば良いので、気楽であった。暖かいところへのクルーズは、そ

の意味でも気分が前向きになる。また、これまでの飛んでクルーズよりも、

治安が気になる国でもあり、団体行動で協力し合うことで、治安やミスのリ

スクを避けるように心がけよう。 

2. 欧米人（北米人）が多くを占めるであろう船内の雰囲気は楽しみだ。メキシコ

の寄港地観光についても、日本とは異なる文化や街並みを体験できるので

はないか。これらが、総合的にどのような旅行の雰囲気を醸し出すことにな

るのかについて期待感が高い。 

3. 10 日間も日本を離れることと、気温が日本と異なる（日本より暖かい）こと

が予想されたので衣服の準備が面倒だった。また、クルーズに乗船する前

にフライトで 10 時間もエコノミークラスに乗るのが憂鬱であった。 

4. 船内の多彩な施設やエンターテインメントも大きな楽しみである。シアターで

のショーや音楽イベントにどのようなものがあるのか、そして、事前に予約し

た有料のレストランの他、たくさんあるレストランでの食事に大きな期待が

ある。寄港地での観光も大きな楽しみである。 

5. 今回の乗船の期待は、アメリカ発着であることから日本人があまり乗っておら

ず、アメリカ人ばかりでかなり船内の雰囲気が変わるのではないかと期待

していた。また、多くのレストランに乗船した後に、行くことやメキシコの寄港

地で 3 か所もいけると知り、かなり新鮮な気持ちでクルーズ船にのることが

できると考えていた。 

6. １週間を超える海外旅行がそもそも初であったので、慣れない環境に長時間

滞在することに対する不安感は少し感じていた。また、治安面での懸念が見

られる地域に滞在する機会があったため、事前に情報収集など対策を行っ

ていたとはいえ、犯罪に巻き込まれないかなどに関する不安は少しあった。

一方で景色が非常にきれいであったり、おいしい食事がたくさんあるなど

肯定的イメージも多かったので、そういう面での期待も大きかった。 

7. 初めての船会社だったので、どのような点で他社と優劣があるか見れるのが

楽しみだった。特に食事に対しての期待をしていた。ご飯が美味しければ気

分も良くなるので。アメリカからの乗船だったので、アメリカ入国はビビって

いた。 

8. 初めて訪れる国であり、特にロサンゼルス・メキシコということで、分からない

ことが多く、特に治安の面で少し不安を感じていた。海外発着クルーズ自体

は乗船経験があったため、久しぶりのクルーズへの参加に対して、過去の

記憶を思い出しつつ、期待を膨らませた。 
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9. 乗船経験はあるものの、アジア以外で初のクルーズだったので新鮮な気持ち

と共に、高揚する気持ちもあった。 

10. 前回のクルーズとは違い初対面の人が多かったので、これから一週間ほど

の共同生活をうまく過ごせるかが心配でした。でも、前回とは違う船に乗れ

ることがとても楽しみでした。どんな船のつくりでどんな雰囲気の人が乗っ

ているのか気になっていました。 

11. クルーズ船内の雰囲気やアクティビティ、寄港地観光への期待が大きかっ

た。また海外発着のため、一緒にクルーズに乗船する人もアメリカやカナダ

など英語圏の人が多いのかなと想像しており、日常的に英語に触れられる

環境や海外の人に囲まれる環境も楽しみでワクワクしていた。不安はほとん

どなかったが、強いて言えばメキシコの治安が少し心配だった。 

12. 船の中での生活はどんなものなのか、どのくらい広くて、どのくらいのアク

ティビティがあって、どのくらいの人が乗っていて、ごはんはどんなものがあ

るのか期待があった。初めての経験にワクワクする感情。一方でかなりの大

金を払っているため、満足の行く体験が得られるのかが不安だった。ロサン

ゼルスでの前泊後泊もすると決めたものの、費用がかさむ為やめとけば良

かったとも思った。 

 

LA 港での視察で学んだこと、感じたこと。 

1. LA 港は、隣にあるロングビーチ港を加えると、日本の港全体の貨物を取り扱

うほどの規模の港である。現場視察では、圧倒的なスケールを体験でき。ま

た、意見交換を通じて、効率化の取り組み、環境への取り組みなどについて、

学ぶことができた。日曜日にもかかわらず、対応していただいた港の皆様に

は心から感謝します。 

2. "ロサンゼルス港の視察では、まず港湾の規模と取扱貨物量の大きさに強い

印象を受けた。日米は経済・安全保障・貿易など多くの分野で相互互恵的

な関係を築いているが、実際の港湾物流の規模を見ると、その荷役量は文

字通り桁違いであり、世界的な物流拠点としての役割の大きさを実感した。

こうした規模の違いを念頭に置かずに「相互に必要な存在」という抽象的

な認識だけで交渉や議論を行えば、現実を十分に捉えない議論になりかね

ないと感じた。また、西海岸を代表する港の一つである同港において、開発

責任者（Director of Development）を女性が務めていた点も印象的で

あった。巨大港湾の開発戦略を担う立場に女性が就いていることは、米国
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では当然なことかも知れないが、最近日本でも散見される多様性という観

点から見ても印象的であり、港湾行政のあり方を考える上でも示唆的であ

ると感じた。今回の視察を通じて、港湾の歴史的背景や実際の取扱規模な

どの事実を正確に理解することが、国際関係や経済活動を考える上で極め

て重要であることを改めて認識した。" 

3. 前半の説明もロサンゼルス航路や取扱貨物、地域開発や環境保護など様々

な視点からの知識を得られた。特に環境問題への配慮に説明の重点が置

かれていたのはさすが先進国だと感じた（トランプ政権でなければより港

湾のCO2対策が進んでいたのでは）。また、後半の視察があれほど充実し

ているとは予想していなかった。我々が乗船するクルーズ船を乗船前から海

上で見学できるというサプライズだけでなく、巨大なガントリークレーンと貨

物船を大量に見学でき、太平洋航路におけるロサンゼルス港の役割の重

要性が理解できた。また説明してくださった現地駐在日本人の私見を聞く

のも興味深く、中国の脅威を見せつけられた。 

4. ロサンゼルス港は世界有数の貿易港として知られているが、クルーズの拠点

としても重要な役割を果たしており、物流・観光・都市経済を支える複合的

なインフラとして機能していることを実感した。効率的な運営体制と充実し

た施設により、多くの人やモノの流れを支えている点は非常に印象的であ

り、港湾の持つ役割の大きさとその重要性について改めて認識する機会と

なった。 

5. LA 港で学んだことは、LA 港はサステナビリティのために環境に配慮した政

策を数多く実施していることがよくわかった。また、LA 港が環境対策を行い、

港を発展させたことが LA が急激に成長したきっかけであることがよくわか

りとても興味深かった。また、環境対策を行う上で、各貿易会社と地域住民

と協力し合うことが必要不可欠であることと実感した。また、トランプの環境

規制排除の流れがあっても、州の自治権が強い分、その流れに逆らうという

話を聞いて、アメリカ特有の国のあり方を再認識させられた。 

6. まず、東京や神戸など今までに訪問歴のある日本の港と比較して、規模がと

ても大きいように感じた。特に日本ではなかなか見ないようなサイズのコン

テナ船が多くおり、圧巻であると感じた。また、海を介した各国との物流の

みならず、陸上でのアメリカの各都市との物流においても LA 港は重要な

立ち位置を占めているというのは新たな知見となった。さらに環境政策にお

いても、日本においては協力を要請する方針のものも多い中、アメリカにお

いては協力しなかった場合に制約を課すことで半強制的に協力を求めるよ
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うな政策も一定数あるとわかり、そこに国による考え方の違いを感じられて

勉強になった。 

7. ロサンゼルス港ではたくさんの学びをさせていただいた。自分自身が海運会

社に就職するというのもあるが、港湾に対しては興味があったので、海外の

港湾関係者の方々と話をできるというのはとても良い経験だった。日米の

港湾運営に対しての姿勢の違いからロサンゼルスの歴史的経緯まで事細

かに説明してもらい、これからの役に立つお話をたくさんいただいた。また、

コンテナ船などを間近に見さしてもらうことができとても大迫力だった。 

8. プレゼンテーションでは LA 港が果たす役割や取り組みについて概要を学び、

港内クルーズで実際に目で見ることでその規模を含めて実感できた。プレ

ゼンテーションでは特に、港内での速度制限などの環境対策について関心

を持った。LA 港周辺での環境問題の歴史的・政治的経緯を知ることで、そ

のような環境対策が重要な意味を持つことを学んだが、一方でそれは LA

港の競争力の強さだからこそ可能なのだろうとも感じた。港内クルーズにお

いては、Masa さんに解説していただき、港湾を端緒に様々な点について

日米の相違点を学ぶことができた。特に日系移民の歴史的経緯について

の解説は記憶に残った。 

9. LA 港で最も印象に残ったのは、国からの補助金を貰わずに運営できている

ことだ。環境政策に関してもそれが反映されていて、現トランプ政権の反脱

炭素政策とは逆行する形で取り組んでいる。補助がないからこそ将来の

LA 港にとって何が 1 番良いかを見据えた計画を策定することができるの

だと感じた。 

10. 港を動かすことにとてもたくさんの人が関わっていることは想像できていた

のですが、実際に港のオフィスをみたり働いている人の話を聞いて改めてす

ごいなと思いました。港は一つの政府のようだと言っていたのがとても印象

に残っていて本当にその通りだなと思いました。また環境保全のための活

動も幅広く行なっていることに関心しました。昔は LA 港のあたりも公害被

害があったとききましたが、今はそんな面影もなく驚きました。 

11. 実は私自身、就職活動時に国際物流業界に強い関心を抱いていたため、

今回、北米最大のコンテナ取扱量を誇るロサンゼルス港を視察し、世界の

貿易を支える最前線の現場を実際に見ることができたことは、非常に意義

深い経験となった。ロサンゼルス港の圧倒的なスケールのみならず、環境

対策への先進的な取り組みについてマリセラ氏や森本氏から伺った話が

特に印象に残っている。世界有数の港湾として経済活動を牽引する一方で、
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港湾からの汚染物質排出量ゼロに向けた計画を策定するなど、持続可能

性を重視した港湾運営を積極的に推進している点に強い感銘を受け、大き

な学びになった。 

12. 英語が堪能ではなく、正直あまり理解は出来なかったが、LA 港はとても規

模の大きな港でアメリカにとって非常に重要な役割を果たしていることを知

ることができた。また、環境問題の解決にも力を入れているところが良いと

思った。マリセラさんが非常に好意的で嬉しかった。朝食を用意してくれて

いたが、食べながら話を聞いてもいいのかどうか分からず(日本だと失礼に

あたると思う)、食べていいのかわからなかった。マサさんの解説がとてもわ

かりやすく、日本語での説明は非常にありがたかった。その後の乗船が 1

番印象的で勉強になった。マサさんの解説では、「日本人はよく働く」と海

外の方に思ってもらえるのは、アメリカで働いていた日本人が真面目に頑

張っていたからだと伺った。ロサンゼルスで働いていた日本人は、やっとロ

サンゼルスで自分たちの生活圏を作れたタイミングで真珠湾攻撃が始まり、

家も何もかも没収され奴隷として扱われたにも関わらず、文句一つ言わず

懸命に働き続けた。だから日本人に良い印象を今もなお持ってくれるのは、

そういう人たちの努力があったからであることを忘れてはいけない。そうい

う文化を学ばなければならない。このお話が非常に心に響いた。先人の努

力で日本人に対する印象が良くなっていることに感謝の心を持たなければ

ならないと思った。また、LA 港のセキュリティの高さについてのお話もあっ

た。アメリカは運ばれる前に入念にコンテナを点検し、運ばれてきてからも

ランダムに検査をしているそうだ。日本でもそのように港の強化をすべき。そ

して、もっと港の国としてアジア、そして世界をまとめるべきだとのお話も興

味深かった。 

 

乗船直後の感想 

1. 乗船直後のイメージとしては、洗練されたおしゃれな内装の船であるというこ

と。乗客のほとんどがアメリカ人であり、綺麗なホテルでカジュアルに過ご

せるという雰囲気。船は 2018 年の建造であり、まだ 8 年目ということもあ

り、また、2025 年にも改装されたということで、古さは感じない。 

2. オブザーベーションラウンジなどのパブリックスペースも非常に開放的で、多

くの乗客が快適に過ごせる設計になっていると感じた。また船員の対応も

丁寧で、乗客が安心して滞在できる雰囲気が作られている点が印象的だ。 
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3. MSC社と異なり、大きな吹き抜けがない。またラテンアメリカ系のクルーが多

いのかと思いきや、最大派閥はここでもやはりフィリピン人で、フィリピンの

人材輸出国としての存在感に感服した。また西海岸のスクールホリデー期

間で 10 代後半のティーンが多く、バッフェもアイスクリームの種類を増やす

など対応しているとのことだ。 

4. 船内全体のインテリアも、伝統的な豪華客船というよりは、現代的でスタイリ

ッシュなデザインで統一されており、リゾートホテルのような雰囲気がある。

気軽に過ごせそうである。乗船時には多くのクルーが笑顔で乗客を迎えて

おり、案内や声掛けもとても丁寧で親しみやすい。 

5. 乗船直後の感想としては、部屋がちょうどいい大きさで、ご飯がどこで食べて

もおいしい。また、船内のいたるところにおいしそうなレストランと芸術品が

あり、とても豪華だと感じた。これまで乗船した船との雰囲気の違いは、

MSC などのふき向けの大ホールみたいなところはあまり広くないという印

象を抱いている。 

6. 船員さんたちの雰囲気などは以前の MSC クルーズの時とそこまで差を感じ

ないが、アメリカでのクルーズであるにも関わらずインドや東南アジア諸国

など出身の船員さんが多いということは意外であるように思われる。前回

のクルーズは満室であったこともあってかどことなく人の密度が高く感じら

れたが、今回はそこまで密度を感じていないように思われる。 

7. レストランが多いという印象。メインフロアの天井はそこまで高くて開放的と

いうわけではないが、たくさんショップはある。船員さんは今まで乗った船と

変わらず陽気な人が多い。ロサンゼルス発だったので、外の気温は少し寒

い。プールには入れない。 

8. 乗船して一番に、非常時の集合場所に一度行かないといけないが、まだ位置

が分からない。内装など周りの様子を見る余裕はまだあまりないが、過去

に乗ったクルーズ船と比較すると、特別に豪華な内装ではない。集合場所

はカジノの隣だったが、やはりカジノを見るとクルーズ船だという実感があ

る。その後階を移動して部屋に向かうが、エレベーターが到着するのが遅

い。 

9. アメリカ人の文化なのか、乗船早々有料のドリンクを購入して片手に歩いて

いる人が他の船より圧倒的に多い。カジノにも乗船早々多くの人が集まって

おり、消費意欲の高さに驚く。 

10. オフィスのブースがそれぞれ個人スペースのようになっていて働きやすそう

だ。職員の方はどなたもとても親切で驚いている。話を聞かせてくれるだけ
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ではなく実際に船に乗ってコンテナ船を見ることができて、とてもいい経験

になっている。 

11. ロサンゼルス発着というところで、想像していた以上に乗客は英語圏の方

が多いという印象で、船員さんも含めてすごく陽気で気さくな方が多く、船

内の雰囲気が明るく楽しそうだ。また乗船日が日曜日ということもあり、海

外の方はファミリーでお子様連れの方や、大人数で乗船されている方も多

いようだ。プールやエレベーターなどで少し他の乗客の方とお話しする機会

もあり、新鮮で楽しい。 

12. 予想以上にパブリックスペースが広く、快適だった。広すぎて最初は船内の

理解に苦労した。船員さんの対応も素敵で、にこやかに話しかけてくれるの

が良かった。乗客も優しい人が多く、思っていたより親切だ。アメリカでは休

暇にクルーズに乗るのがスタンダードで、一般的な財力があれば手軽な旅

行感覚で乗るのかもしれないが、乗船時は、クルーズはお金持ちが乗るも

のだと思っているので、やっぱりお金がある人は心の余裕があるから親切

なのかな？と思う。 

 

 

クルーズ船としての船内施設（ハード面）全体の感想 

 

1. MSC ベリッシマが 17 万トン、NCL ブリスが 168000 トンで、ほぼ同じサイ

ズ。ベリッシマと比較した場合の大きな違いは、第一に、乗客定員である。

ベリッシマは、5700 人に対し、NCL ブリスは、4000 名。そのためか、満

船になっていたクルーズでも、NCL では混雑を感じなかった。また、無料の

メインレストランでも、自由な時間で食事をとることができるのが良い。第二

に、室内の大きな開放空間はないものの、それぞれの小さな空間の居心地

が良い。第三に、低層階のパブリックスペースに無料のレストランがあるこ

と、第四に、ベリッシマでは前方が高級エリアのヨットクラブで完全にふさ

がれているのに対し、NCL ブリスは、高級エリアのヘブンの下に、パブリッ

クのレストランとラウンジがあり、前方視界が圧倒的に良いことが挙げられ

る。アラスカなど、眺める景色が一つの魅力となる航路では、この前方視界

は、圧倒的な魅力となる。このブリスはこの前方視界を確保することを一つ

の売りとして建造されたと聞いた。アラスカでも最高の眺めを提供している

だろう。また、ベリッシマでは、ラウンジには無料メニューがない一方で、こ
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のオブザベーションラウンジでは、無料のコーヒー、ジュース、軽食をほとん

どの時間で提供しており、空港のラウンジのような快適な過ごし方が可能

となている点も、魅力である。 

2. 船内施設は非常に充実しており、特にオブザーベーションラウンジの広さと

景観は印象的であった。大きな窓から海を眺めながら過ごす空間はクルー

ズならではの魅力であると感じた。またカジノやショップなど娯楽施設も多

く、船内で長時間過ごしても飽きない工夫がされていた。レイアウトも比較

的分かりやすく、多くの乗客がスムーズに移動できるよう配慮されていた。 

3. オブザベーションラウンジを設ける代わりに、バッフェは午後に中休みを設け

て準備の時間に充てている。年の半年は冷涼なアラスカを回航するので、

寒さ対策としてサンデッキやオブザベーションラウンジを設けているとのこ

とであった。ただしプールは屋外のみであり、日焼けができない気候でわざ

わざ室内プールを設ける意味はないとの判断をしているのは面白い。 

4. 中央のアトリウムは吹き抜けの空間になっており、バーやラウンジが周囲に配

置され、自然と人が集まるような構造になっていたカジノは人の流れが多

い中央エリアに配置されており、通りがかりでも気軽に立ち寄れるようなオ

ープンな空間になっていた。ショップエリアも同様に主要な動線上にあり、

レストランや劇場へ向かう途中で自然と目に入るようなレイアウトになって

いる。また、船首にある大きな展望ラウンジではすばらしい。そして、ここがフ

リーで誰でも使えることがいい。広い窓から海を一望することができ、開放

感があった。 

5. 全体の感想として、どのフロアにもレストランやお店・アートギャラリーがあり、

かなりコンパクトにまとまっている印象を受けた。オブザベーションラウンジ

は、とても開放的で、ソファも多くあり、とてもリラックスできる場所であると

感じた。また。夕焼けが船内からあんなにきれいに見える場所はあまりない

のではないかと思った。 

6. 今回、屋内で夜遅くまでゆっくりと話すことのできる場所としてオブザベーシ

ョンラウンジは非常に重宝した。コーヒーやお茶などが飲み放題であったの

も、このラウンジにおける快適性を後押ししたように思われる。今回カジノや

ショップは私自身の金銭的余裕がほとんどなかったこともありほとんど利用

しなかったが、両者とも多様なラインナップが揃っていたように思われた。 

7. カジノはスロットマシーンがとても多かった。テーブルゲームは他の船と種類

は変わらなかった。オブザベーションラウンジは今までの船にはなかったフ

ロアでとても良かった。特に船首から眺める風景と快適なソファはいつまで
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でも過ごせるほどくつろげた。 

8. 屋内にプール・ジャグジーが無いのが一番の不満だった。終日航海でも曇天

で肌寒いことが多く、プールに入るのに良い日は 1 日くらいしかなかった。

また、エレベーターの到着が常に遅かった。複数のレストランで、エンジンに

起因すると思われる揺れがひどく、気分が悪くなることも少なくなかった。味、

雰囲気ともに良いレストランが多いのに、それを台無しにしてしまっていると

感じた。良い点として、オブザベーションラウンジは雰囲気が良く、ソファな

どもたくさんあったため、よく利用した。 

9. オブザベーションラウンジや複数のレストランで船内でのくつろぎやコミュニ

ケーションの場所は十分に確保されていたと感じた。一方で、屋内のジャグ

ジーやプールがないのでアラスカに向かう時の遊び場所が少ないのでは

と考えた。 

10. 前回の船とは違い、たくさんのレストランがあることに驚きました。深夜まで

やっているレストランもありよかったです。オブザベーションラウンジではみ

んなで集まってたくさん話すことができて、船内の賑やかさとは違い落ち着

いてゆっくりすることができてよかったです。 

11. 船内の至る所に操作できる大きなモニターがあったこと、船内の動線がシ

ンプルで比較的分かりやすい造りであったことから船内で迷うことも少なく、

船内施設の場所や仕組みにすぐに慣れて快適に過ごせた。特にオブザベ

ーションラウンジは私達が最もよく使用した船内施設で、乗客の交流スペ

ースとしての意義を果たしており、最適な空間だったと思う。 

12. ラウンジのソファーが気持ちよかった且つ、ラウンジは広くゆったりと時間を

過ごすことができた。プールは一般的かもしれないが、ゴーカートがあるの

がとてもよかった。Heven 専用のプール、ダイニングがあるのもよかった。

部屋が狭く、スーツケースを広げると歩く場所がなくなるのが不満点。日本

人でもそう感じるから、海外の体の大きな人はもっと大変なのではないかと

思った。 

 

"船内サービス(ソフト）の感想 

①「レストラン・カフェ・バーでのメニューについて」， 

②「レストラン・カフェ・バーでのサービスについて」， 

③「キャビン清掃、ホテルレセプションについて」， 

④「カジノにおける接客サービスクオリティー・雰囲気について」 
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1. ①レストランの選択肢が多い。メインのレストラン以外に多様な有料レストラ

ンがある。質を確保するため、有料化はされているが、パッケージを買えば、

実質 3 つのレストランは無料で楽しめる工夫がなされている。（その分、ベ

ースの料金が高くなっていると感じるが、乗船後の満足度は高いと感じ

る。）また、いくつかの有料レストランも、乗船後には、半額のキャンペーンが

行われており、利用しやすい。7 日間のクルーズで、4 つの有料レストランを

楽しめたことで、料理に飽きることなく、7日間クルーズを楽しめた。また、バ

ーも、趣向が凝らされており。モヒートバーや、地ビールバーなど、お酒の飲

める人が楽しめる工夫がなされている。さらに、アメリカンローカルなレスト

ランが2か所あり、定番のハンバーガーをベースに、気軽に食事を楽しめる。

低層階にあるレストランは、ほぼ 24 時間空いており（深夜の 2 時から 5 時

までは閉店）、いつでも、語らえる場として居心地が良い。②レストランメニ

ューは、充実しており、申し分ない。低層階にあるレストラン「ローカル」にア

メリカンの豊富なメニューが並ぶ。オーダ－制になっているため、ウエイター

を呼ぶ必要があるが、最新の船では、このレストランは、お店が並ぶ形にな

っており、それを見ながら、モバイルオーダーができるようなので、それもぜ

ひ体験してみたい。最新の船（プリマクラス）は、大人気である。③キャビン

は十分な広さであり、清掃も問題なく行われていた。④カジノは体験しなか

ったが、さすがアメリカ、いつもにぎわっていた。 

2. 船内のレストランやカフェは種類が豊富で、多様な食事を楽しむことができ

た。メインダイニングもサービスが丁寧で、ゆっくり食事を楽しめる雰囲気が

あった。スペシャルレストランは、言語の問題で少し誤解が生じる面もあった

が、おしなべて満足できた。料理の質は、悪くはないが驚くようなおいしさで

はないと感じた。エンタメとしては、雰囲気も含め問題なく楽しめる。またキ

ャビンの清掃も行き届いており、快適に滞在できた。レセプションの対応も

スムーズであり、大規模な船でありながらサービスの質が保たれている点

が印象的であった。ただ、英語での会話となるので、本当にどのように案内

されているのか、対応が丁寧なのかは不明とも言える。 

3. 単品ではどのレストランも美味しいが、1 週間も続けて食べているといずれも

脂肪分が多い料理で胃もたれし、日本人向きではない。バッフェのインド料

理コーナーが大変充実していたので、むしろ夜もバッフェのカレーを食べて

いればよかった。シンガポール発着のクルーズもインド料理が充実していて

レストランでもインド料理があったのに対し、こちらは有料・無料問わずレス
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トラン料理はひたすら欧米で、アメリカ人の嗜好の多様性のなさを感じた。

地ビールバーはサンデッキとなっていてとても雰囲気がよく満足したが、モ

ヒートバーに行き損ねたのは残念。 

4. "①それぞれ専門性の高い料理が提供されていた。鉄板焼きではシェフのパ

フォーマンスを楽しみながら食事ができるなど、エンターテインメント性のあ

る食事体験も魅力的であった。②スタッフは常に笑顔で対応しており、注文

や料理の説明もわかりやすく行われていた。料理の提供やテーブルサービ

スは比較的スムーズであり、快適に食事を楽しむことができた。③キャビン

の清掃サービスは非常に行き届いていた。ただ、タオルの交換は 1 回では

なく、適宜してほしいが…これは仕方ないことであろう。レセプションでは質

問について適切にこたえてくれた。ただし、時間によっては待ち時間が長か

った。" 

5. "①レストランはすべて想像以上においしく、かつかなり本格的だったと感じ

た。どの料理もかなりこだわられており、うまみがあったが、アメリカ人用と

いうこともあったのか、少し量が多く毎日満腹になった。②レストラン・カフ

ェ・バーどこも店員さんがとても優しく対応してくれ、メニューも毎日かなり

豊富で大変満足だった。③キャビン清掃は毎日しっかりとタオルとベットメイ

キングがされており、大変良かった。④カジノは利用していないが、今回の

船はほかの船と比べてカジノのスペースがかなり狭かったと感じた。" 

6. ①全般的に料理はおいしいものが多く、特にイタリアンレストランのピザやス

テーキハウスのステーキは個人的にとても気に入った。量が全体的に多め

だったので、満腹度も高いことが多く、それに伴うように満足度も高くなった

ように感じた。②私自身食事のスピードは遅めであることが多いのだが、食

事の提供スピードがそこまで早くなかったためか卓上にご飯がたくさん滞

留する状況はほとんど起きなくて良かったと感じた。③タオル交換やベッド

メイクなどの清掃はしっかりとなされていて、特に気になる点はなかったよう

に感じた。④今回カジノは利用しなかった。 

7. レストランの食事は申し分なかった。とても美味しかった。有料レストラン、無

料レストランどちらも美味しくて、特にスープの美味しさには感動した。サー

ビスについても素晴らしく、特に言うこともない。水や他のものを気を使って

すぐに持ってきてもらえた。清掃に関してはほとんど問題なかったが最終日

の前日だけ清掃がされなかった。原因はわからないが、1 日だけされないと

いうのが不思議だった。カジノは今回していないのでわからないが、他のサ

ービスに関してもとても良かった。 
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8. 有料レストランは味・雰囲気ともに格別だった。ただし鉄板焼きレストランは、

経験としては良かったものの味は酷かった。無料のレストランは種類が多く、

日や時間によって自分で選んで行くことができて良かった。もしかしたらメ

ニューは共通するものもあったのかもしれないが、雰囲気が違うため飽きる

ことはなかった。深夜にグループで話すことができる場所がなかったため、

オブザーベーションラウンジもしくはビュッフェなどの場所があいていれば

よかったと感じた。レストランのウェイターなどは皆、急いだ雰囲気がなく気

さくであり、感じが良かった。 

9. "①どのレストランもメニューからアメリカ人が好む仕様に作られていたと感

じた。バーガーなど肉料理中心だった。②バースデーケーキなどの追加の

サービスもしっかりしていて満足度が高いと感じた。③特に問題はなく、常

に清潔に保たれていた。④カジノはほぼ電子のスロットで、カジノらしさとい

う魅力は感じられなかった。" 

10. ①とにかくどれもとてもおいしくて驚きました。②ウェイターの人がみんなと

ても親切でフレンドリーでとても楽しかったです。③毎日綺麗に清掃されて

いて気持ちよかったです。④カジノは行っていませんがゴーカートが本格的

で楽しかったです。 

11. ➀各レストランで雰囲気やコンセプトが異なっていて、乗客が非日常感を

楽しめる空間設計がされていた。メインレストランでは日替わりのメニュー

もあり、滞在期間が長い乗客でも飽きずに毎日様々な食事を楽しめる工夫

が凝らされていると感じた。➁注文を聞いて食事を提供してくださるだけで

なく、食事の前後に気さくに話しかけてくださったり、食事の感想や美味し

いかどうかなどこまめに声を掛けてくださったことが丁寧ですごく好印象だ

った。③毎日綺麗に清掃をしてくださりすごく快適に過ごすことが出来た。

乗船中、ベッドをツインにしていただいたり、部屋の中で困りごとがありサー

ビスに電話をかけたこともあったが、丁寧に即座に対応してくださり助かっ

た。④カジノは利用していないため分からない。 

12. ①メニューが豊富でよかった。7 日間いても飽きなかった。②Local は提供

までの時間が遅かったので、早くしてほしい。鉄板焼きは非常に面白いパフ

ォーマンスだったが、あれがスタンダードの日本の鉄板焼きではないので

勘違いはして欲しくない。面白パフォーマンス要素を入れた方がアメリカン

には受けるんだろうなと思った。③不満はない。ただ、部屋からルームサー

ビス、ゲストサービスに電話をした時になかなか繋がらなかったのが不満

点。④16 階のガーデンカフェでのビュッフェでは食べ終わるとすぐにお皿
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を下げに来てくれて気持ちよかった。 

 

"船内の SHOW やエンターテイメントの感想 

1. エンターテイメントに関しては、一度、プロダクションショーがあったが、ダンサ

ーはなしで、シンガーが 4 人で少し踊って歌うショーだった。歌は、いろいろ

な有名な曲が混ぜられており迫力があったが、見た目には、寂しかった。そ

の他は、コメディータッチのマジックショーや、超能力を感じさせるマジック

ショーなどであり、英語がわからない人には、厳しい内容だった。MSC ベリ

ッシマは、アジア向けに SHOW をアレンジしており、ベリッシマのほうが楽

しめると感じた。なお、アメリカ人は、コメディーが好きであり、アメリカナイ

ズされていると感じた。ヨーロッパで乗船するとまた異なるのかもしれない。

各バーでは、生演奏があり、落ち着いてクルーズを楽しめる。 

2. 船内ショーには多くの乗客が集まり、船内での夜の時間を楽しむ重要なコン

テンツになっていると感じた。プールデッキでのダンスタイムもたのしく、エ

ンターテイメントが充実していることで、航海中の時間も退屈することなく過

ごすことができる点がクルーズの魅力の一つであると理解した。 

3. 閉鎖空間でのダンスや音楽のショーが人気がなく、解放空間でのコメディー

ショーが人気なのがアメリカのクルーズみを感じた。バーなどでのピアノや

ボーカルの生演奏もMSCなどに比べて少ないようだ。プールサイドの生演

奏は人気があった。 

4. 毎晩、ショータイムがあることを期待していたので、ショーの少なさは残念に

思う。ただし、ショータイムに時間を取られず、夜の時間を楽しむこともでき

た。ショーの内容としては、歌が多かったが、ダンスも見たかった。ジャグリン

グはとても楽しく見ることができた。 

5. 船内の SHOW は、ICONS とマジックショーとビートルズを拝見した。ビート

ルズはかなりクオリティが高く、コピーバンドとしてとてもよかった。また、

ICONS もアメリカを代表する曲と派手な演出で、かなり盛り上がり楽しむ

ことができたガ、ビートルズも ICONS も選曲が少し古い年代のもが多く、

乗船している世代の予想がつきやすかった。 

6. 私自身ネイティブの英語を聞き取る能力があまりないため聞き取ることので

きなかった英語も多かったが、どのショーも雰囲気で楽しむことのできる要

素が多かったため、十分に楽しむことができた。また、日本周辺などではあ

まり行われることのないと聞くコメディー系のショーも、いざ見てみるととて
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も面白く、日本周辺でももっと見てみたいと感じた。 

7. ショーはいつも通りで海外の良さがあった。１つが日本語が少し出てくるショ

ーで不思議な感覚だった。観客もアメリカ人主体だったと思うので、盛り上

がるところはすごく盛り上がっていた。それはアジアのクルーズとは少し違う

ところだった。 

8. コメディやクイズなどが多く、音楽のショーも馴染みがなかったため、あまり楽

しめるエンターテイメントはなかったが、アメリカの客層に合わせるとこのよ

うなラインナップになるのかという点は興味深かった。 

9. ショーは人気で、マジックショーやスタンドアップコメディ、アメリカの 40,50

代をターゲットにした歌など充実していた。 

10. コメディショーが特に面白かったです。日本のショーとは違い、観客も含め

てショーが成り立っている感じがして素敵でした。ショーに参加する人を募

集した時に、みんな恥ずかしがらずに自己主張をしていてすごいなと思いま

した。 

11. バンドショーやICONSを観覧したが、どれもすごく迫力があり面白かった。

特に ICONS ではブルーノマーズやレディーガガなど、知っている人が多い

有名な曲のカバーも多く、様々な世代の人が楽しめる工夫がされていると

感じた。出演者と見ている乗客みんなで一体になって場の雰囲気を楽しむ

感じがすごく良かった。 

12. ブルーノマーズは知らない曲が多く、あまり楽しくなかった。ICON は綺麗

に着飾ったお姉さんたちが息の揃ったダンスで見ていて楽しかった。歌もう

まかった。知らない曲も多かったが所々知っているものもあって、曲に乗りな

がらや口ずさみながら聞くことができて嬉しかった。マジックショーが1番面

白かった。あのおじさんがすごいと思う。途中でステージ上に上がった子供

とのやりとりがとても面白かったし、遅れてきた人に対して一からショーをや

ってあげるのも面白かった。 

 

"船内の施設での体験に関する感想 

1. スポーツで言えば、圧倒的な迫力は、船上のカーレース場「スピードウエ

イ」である。一度体験したが、船上にいることを忘れる迫力だった。天候にも

左右されるので、乗れるときに乗っておくのが良い。最終日は運営されてい

なかった。また、真下に落ちるスライダーも、迫力があった。楽しむ余裕は無

かったが、次回は楽しみたい。また、ダンスは、プールサイドで行われていた
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が、MSC ベリッシマのような規模でのダンスにはなっておらず、参加者も少

なかった。アジア人のほうがダンスが好きなのかもしれない。 

2. 船内にはジャグジーやプール、サーキットカートやウォータースライダーなど

のスポーツ施設で多様なアクティビティを体験でき、乗客がそれぞれのスタ

イルで楽しめるようになっていた。デッキから海を眺めながら過ごす時間は

クルーズならではの体験であった。またオークションイベントやダンスタイム

も用意されており、乗客同士の交流の機会にもなっている点が興味深かっ

た。 

3. 本格的なレーストラックはかなり運転が難しく、普段オートマ車で運転して

いるハンドルさばきと全く違って運動神経のなさを痛感した。ウォータースラ

イダーは稼働時間が短く運よく体験できたが、体重による加速が足りずに

途中で止まってしまい、最後まで楽しめなかった。ダンスパーティは 90 年

代や 80 年代の曲が多くかかっており、乗船世代をよく分析しているのだと

思う。 

4. 肌寒く感じる日もあり、プールやジャグジーを中心としたデッキエリアを使う

ことはあまりなかった。また、ダンスパーティーも夕食を食べてから向かうと、

ほとんど終わりの状況であった。もう少し、夜中まで遊べるダンスパーティ

ーなどあってもよかったと思う。 

5. 船内の施設でのアクティビティで、特に興味深かったのは、スライダーとゴ

ーカートである。スライダーは二つあり、2 つとも体験したが、想定以上に長

く、とてもよかった。また、船外に飛び出すスライダーはかなり怖かったが、

滑ってみると案外一瞬だった。ゴーカートは、船の上で車にのるという違和

感もありつつ、複数人のグループで乗ることができ、コースも作りこまれて

おり大変面白かった。 

6. 今回は外の気温がそこまで高くなかった日が多かったために、スライダーな

どに関わるアクティビティの利用は少なめとし、ウォータースライダーを１回

滑るにとどまった。かなり長時間並ぶこととなったが、終日航海の日で他に

することはほとんどなかったこともあり、あまりマイナスな感情を持たなかっ

た。最も途中何度か列がほとんど進まない事象が起きていたように感じ、そ

れに関してはなぜなのかと感じた。夜に一度屋内のクラブで行なわれてい

たダンスパーティーに行ったが、特に知っている曲の時には盛り上がること

ができて楽しかった。 

7. プールは寒くてほとんど入っていないが、スライダーは体験した。スライダー

は今回のものはほぼ直角に落ちる初めてのスライダーで初めはすごく緊張
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した。しかし、滑ってみると今までにない感覚でとても楽しかった。また滑っ

てみたいと思った。 

8. 屋内のプールやジャグジーが無かったのは残念だった。ウォータースライダ

ーが 2 種あり、両方とも特徴的で楽しむことができたが、いかんせん肌寒い

日が多かったため、利用した回数は少なかった。ゴーカートは、さすがに初

めて目の当たりにすると驚いた。実際乗ってみてもとても楽しめた。有料な

こともありあまり混雑していなかったのもよかった。ただ、ゴーカートで広い

面積を使っている分、その他のアクティビティは少なかったため、時間として

は持て余すことがあった。 

9. プールの目玉とも言えるスライダーが 54kg 未満は乗れないという予想外

の規定があった。日本国内であると多くの人が対象外となってしまうので文

化の違いを感じた。角度や位置など少し変えればもう少し多くの人が対象

になるのではと考えた。 

10. ジャグジーやプールには入ることができなくて残念でしたが、プールサイド

では毎日のようにダンスパーティが行われていてそれもたくさんの人が参

加していて国民性の違いを感じました。ゴーカートは本格的て面白かったし、

そんなアクティビティが船の上でできることが驚きでした。 

11. 乗船前からゴーカートとプールを楽しみにしており、どちらも想像していたよ

り本格的で楽しかった。屋上にあるため、ゴーカートの待ち時間も景色を見

ながら待つことができ良かった。プールの最も大きなスライダーは体重制限

のため乗れず残念だったが、見ているだけでも迫力が大きく、空気感を楽し

めた。プールサイド近くでは日中も夜もダンスイベントが開催されており、私

達は食事の時間が遅めだったため夜のイベントにはあまり参加できなかっ

たが楽しそうだった。 

12. ウォータースライダーが海にはみ出ている部分があって、スリルがあって楽

しいだろうなと思った。体重制限があるのはかわいそうだからなんとかなら

ないのかと思った。ジムは海を見ながらランニングができて素敵だった。ゴ

ーカートは 8 分間だったが十分楽しめた。もっと台数が少なければスイスイ

行けてもっと楽しかったと思う。ダンスパーティーはみんな楽しそうだった。

日本人はシャイなのであまりみんな乗り気じゃなかったが、私はああいう雰

囲気も好き。 
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クルーとのディスカッションで学んだこと感じたこと 

 

1. 船会社の計らいで、全ての部門のマネージャーを統括する、ジェネラルマネ

ージャーGM にお話を伺う機会を持つことができた。学生のいろいろな質

問にも丁寧に答えていただいた。語学をしっかり練習したことや、お客様の

立場で対応することの必要性を伝えていただいた。 

2. 船の運営が非常に多くのスタッフによって支えられていることを学んだ。ク

ルーズ船は一つの「海上都市」のような存在であり、宿泊、飲食、娯楽など

多様なサービスが統合的に提供されている点が特徴的であると感じた。ま

た乗客満足度を高めるために、サービスや運営の改善が継続的に行われ

ていることも理解できた。 

3. 人材育成に対する強い思いがあった。良いサービスを提供するためには優

秀な人材を集めなければならないということ、それが船内のクルーの仕事

に余裕を生み、無理のないサービスを生み出せている。結果的に他社から

優秀な人材が転職することにもつながっている。 

4. クルーズ船は単なる宿泊施設ではなく、ホテル、レストラン、劇場、商業施設

など多様な機能を併せ持つ存在であり、それらを円滑に運営するためには、

組織的で効率的な管理体制が不可欠であることを学んだ。クルーの多くが

さまざまな国籍を持つことから、多文化のチームをまとめるマネジメントの

難しさと重要性についても理解を深めることができた。 

5. ジェネラルマネージャーとのディスカッションを通して、ノルウェイジャンの船

員はほかの船会社のクルーよりも生活の質がかなり担保されていることが

わかった。普通の船会社では、4 人で一部屋なのに対して、ノルウェイジャ

ンは 2 人で 1 部屋というかなり、船員に配慮した仕組みであることが一番

印象強かった。また、ノルウェイジャンは SHOW よりもレストランやラウンジ

など食事や休息の部分にかなり気を使って船を設計し、運営していること

がわかり興味深かった。 

6. LA 港の視察を行った際にも感じたが、組織をまとめるような位にある人だ

からと緊張感をもっていた割には、実際に会ってみると思いのほかフレンド

リーで安心するといった感覚を再び覚え、このようなケースは比較的多いの

であろうかと感じた。内容に関しても、なぜ屋内ラウンジが広く整備されて

いるのかなど、多くの興味深いお話をたくさん聞くことができて、とても良か

ったと感じた。 
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7. ジェネラルマネージャーとのディスカッションはとても有意義な時間だった。

トップとしての難しさを聞いたり、自分が就職する会社もクルーズ船を運航

しているので、その点での苦労を聞いたりなどこれからにも役立つ話を聞く

ことができた。 

8. クルーの多くがベトナムなどアジア人であることが、実感はしていたものの

数字で聞いて、驚いた。そのコスト面での理由や、アメリカ人をターゲットに

体験を設計するにあたっては本部でそれを行っていることなどを知り、合理

的だと感じた。 

9. クルーという職が夢に感じられるような給与水準の場所でリクルートを行っ

ているのではと推測できた。クルーの出身地の偏りがあるのはそういったも

のが反映されているのではと考えた。 

10. これだけたくさんの人をまとめることができるのはすごいなと思いました。ク

ルーだけでも何千人もいるのにそれに加えてたくさんの乗客もいるので、大

きな責任が伴う仕事だなと思いました。クルーは思ったよりもアジア系の人

が多くてちょっと嬉しかったです。 

11. クルーズ船で働かれている方々が乗船前や乗船中どのような過ごし方をさ

れているのかお話を伺い、裏側を知ることができて興味深かった。マネージ

ャーが「どのようにして乗船客に楽しんでもらえるかを大切にしている」、

「様々なことが起こった際の対応を考えるようにしている」と仰っていたのが

印象的で、社会人を控えている私にとって学びになる部分も多かった。 

12. クルーに最も必要なことはお客様のことを考えることである。だから、これか

ら私たちも社会人として働くが、自分の利益ではなく(利益を考えることも一

定必要だが)お客様のことを考えて働きたいと思った。また、リカルドも最初

は下っ端として努力してそこから今の地位についているから、コツコツ努力

することが大切なのだと思った。船内で使う大量の水は積んでいたら足ら

なくなるのではないかと気になっていたが、海水を綺麗にして使っているこ

とは納得した。 

 

乗船港(LA 港）での感想（港･ターミナルの施設評価、乗船時対応、観光地（LA)の魅力など） 

 

1. 大型のクルーズ客船が 2 隻同時に着岸できる配置になっており、また、駐

車場や乗降場所も広い。ターミナルは機能的にできており、乗船はスムーズ

であった。下船は、早めの時間に降りたこともあり、入国で少し並んだ。9 時
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に自動ゲートが使えるようになってからは、動きが早くなった。LA は、日本

からの玄関口であり、日本人街もあり、親しみやすい。日本人が活躍する大

リーグ、ディズニーランドやユニバーサルスタジオなどのアミューズメント、

ハリウッドなど、見どころも多い。クルーズ前後に観光することも可能で、ク

ルーズ初心者にも良い出発地である。 

2. 乗船手続きも比較的スムーズであり、多くの乗客を短時間で処理できる仕

組みが印象的であった。今回は DT 空の直接アクセスではなかったので特

殊であるが、Uber 等を利用すれば、DT からもわかりやすいアクセスで都

市観光との接続も良い。クルーズと観光を組み合わせた魅力的な拠点とな

っていると感じた。 

3. ８年ぶりにLAに来たが、その時よりも公共交通機関が充実したのではない

か。ただ、やはり貧困層が乗る移動手段というのは変わっていなかった。

Uber が普及したことと、自動運転車や自動配送機が導入されていたこと

に、アメリカ人の人手不足・賃金高騰への対応解が日本と違うと痛感した。

港の感想は 6 と同じ 

4. 荷物を預けてから、チェックインまでの時間もとてもスムーズに進んだ。乗客

を受け入れるための施設や運営体制が非常に整備されているということで

ある。ターミナルは広く、チェックインや荷物の預け入れ、セキュリティチェッ

クなどが効率的に行えるように設計されており、多くの乗客が利用するにも

かかわらず比較的スムーズに手続きが進んでいる印象を受けた。 

5. LA 港はかなり、クルーズ船の寄港地として整備されている印象を受けた。

乗船時も下船時もかなりスムーズな流れで短時間ですますことができ、ク

ルーと港の職員もかなり慣れているのが見受けられた。パスポートとクルー

ズの予約の書類を確認させるだけで本当に簡単に乗船できた。荷物もすぐ

に部屋に届き、かなり快適であった。 

6. LA の街はハリウッドやグリフィス天文台など多様な観光地があって、長期

間滞在しても全然飽きることのない場所であるように感じた。少し懸念され

る治安面に関しても、場所や時間帯などにしっかりと気を付ければ、あまり

問題ないように感じた。港での乗船時の手続きは思ったよりもスムーズに

進み、あっさりと終わったように感じた。 

7. 乗船手続きは極めてスムーズであり、不自由なく速やかに入場できた点は

高く評価できる。一方で、手荷物検査の際に持ち込みの水が没収された点

は予想外であった。ロサンゼルスは観光地としての魅力はあるものの、港周

辺を含め治安の悪さを感じさせる場面が多々あり、移動の際には細心の注
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意が必要であると感じた。 

8. LA 港での乗船・下船の手続きは、自分の時には受付でやや手間取ったも

のの、全体として待ち時間も少なくとてもスムーズだった。観光地としても、

自分はロサンゼルスのみならずアメリカ自体初めての訪問だったため、楽し

めた。 

9. 乗船手続きは今までにないくらいスムーズでほぼ待ち時間はなかった。オ

ンラインチェックインが充実していたからではと考えた。 

10. 昔 USJ に行っていつか本物のハリウッドを見てみたいと思っていたので、

実際にハリウッドに行けて感動しました。いたるところで音楽が流れていて

とても賑やかなところでした。ハリウッドサインも実際に見てみたいと思って

いたので見れたときは感動しました。 

11. 検査から乗船までの動線がシンプルで、スムーズに手続きが進んだ点が印

象的だった。また、観光地としてのロサンゼルスの魅力も大きいと感じた。

実際に私は乗船前日にロサンゼルスに到着し、下船日も宿泊したが、ハリ

ウッドやダウンタウンなど、ロサンゼルス市内の観光を大いに楽しむことが

できた。このように乗船前後で市内観光を楽しめる点はクルーズ旅行の付

加価値を高めており、ロサンゼルスのように多様な観光資源が身近にある

ことは大きな魅力であると感じた。 

12. 乗船の際はスムーズで対応もよかった。乗船する際も入念な保安検査があ

り、施設も非常に大きく驚いた。こういうビジネスがあることで、雇用も生ま

れて良いと思った。ロサンゼルスは観光スポットがたくさんあり、後 1 日観

光日が欲しかったなという感じではある。観光地が散らばっている＆安全の

ため、効率よく回ろうと思ったら、移動手段が Uber（タクシーは料金が高

い）しかないのがマイナスポイント。 

 

寄港地(プエルトバジャルタ）での感想 

 

1. 寄港時に、ロイヤルプリンセスも停泊していた。着岸した岸壁からターミナ

ルまでは、少し距離があったが、電動のシャトルカーが運転されていた。往

路は歩いたが、復路はシャトルに乗車した。天候も良く、2 隻の船を眺めな

がらの港湾移動は、楽しかった。下船後は、UBER で、オールドタウンへ行

き、散策。ビーチを目の前に、数え切れないほどのお店があり、どのお店も

にぎわうほどの観光客が来ていた。メキシコの人気リゾート地であることを
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実感した。物価も手ごろであり、多くのアメリカ人が寒さを避けてやってくる

場所になっていると認識した。 

2. プエルトバジャルタは港から市街地へのアクセスが良く、観光地としての魅

力が高い場所であると感じた。海岸沿いの街並みや文化的な雰囲気が印

象的であり、多くの観光客が訪れる理由が理解できた。クルーズ客にとって

も比較的滞在しやすい寄港地であると感じた。 

3. 昨年シドニーで乗船したロイヤルプリンセス号に会え、その出港も見送れた

ことが一番の思い出。観光地や港湾としてはかなり小さいが、10 万トン超

のクルーズが複数停まれるインフラを整備していることに驚いた。おしゃれ

なカフェでお茶ができたが、価格は先進国並みであった。（人口規模は 23

万人程度で鳥取市や松江市と同程度） 

4. 港が観光客を受け入れる拠点としてよく整備されている。クルーズ船が停

泊する港の周辺にはターミナル施設やショップ、観光案内などが整っており、

下船後すぐに観光客が街へ向かえるような環境が整備されていた。港の規

模はロサンゼルス港のような巨大な施設ではないものの、観光客を受け入

れるための機能がコンパクトにまとまっており、利用しやすい印象を受けた。 

5. プエルトバジャルタは海がかなり近く。旧市街・市街ともにとてもにぎわって

おり、ちょうどよい観光地だったと思われる。下船後も Uber の乗る場所ま

でそこまで遠いこともなく、スムーズに下船・乗船できた。少し遠い旧市街も

Uber で 20 分ほどでそれほど遠くなくとてもよかった。 

6. 今回メインで訪れた旧市街周辺エリアは教会などの観光地が集まっていた

り、海岸線など写真映えするようなスポットがたくさんあったりと、非常に楽

しみやすい場所であったように感じた。旧市街エリアは港からは少し離れて

いるとはいえ安い値段で Uber を利用できるなど、気軽にアクセスできるよ

うになっていたように感じた。 

7. 下船時のパスポートチェックがなく、速やかに街へ出ることが可能であった。

ターミナル周辺から非常に活気があり、本場のタコスの味も格別で、観光

地としての満足度は高い。ただし、現地では日本円の両替が不可能であっ

たため、事前の米ドル準備やクレジットカードの用意が不可欠であることを

再認識した。 

8. 一つ目の寄港地として最適な、メキシコらしい町並みを楽しむことができて

良かった。港では下船後、ターミナルまでのシャトルバス（？）があることに

気づかず、少し迷いつつ歩いてターミナル出口まで向かった。自分たちが気

づかなかっただけかもしれないが、もう少し案内があると良いと思った。 
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9. プエルトバジャルタは最も安全だと感じた町で（数日後に暴動が起きるが）、

旧市街とリゾート地が綺麗だった。ターミナルでは出口から遠い方の着岸

だったが、往復のシャトルがあったので問題なかった。 

10. 教会がとてもきれいでした。町中がとても鮮やかでいるだけで気持ちが明

るくなりました。海もとても綺麗で街の人もとてもフレンドリーでした。ペパル

ピカドというメキシコ伝統の切り絵細工が町中にあってとても可愛かったで

す。 

11. 下船してからターミナルを出るまでが少し分かりにくく戸惑ったが、そんなに

時間はかからなかった。市街地までタクシーで移動し、教会、ビーチ、マーケ

ットを回ってから現地の人におすすめしていただいたタコス屋さん、バーで

過ごし、ターミナルに戻るというスケジュールを経た。特に教会やビーチの

周辺は景色もすごく綺麗で観光客が多く、盛り上がっている印象が強かっ

た。 

12. 船から見えるプエルトバジャルタの景色が非常に綺麗だった。建物もカラフ

ルでとても可愛らしい街並み。歩いていて楽しかった。ただ、お土産はかな

り高く感じた。スターバックスに、犬用の飲み水が置いてあって面白いなと

思った。KIOSKO というのがコンビニのようだ。日本に比べると陳列が汚く、

日本の凄さを感じた。本場のタコスがとてもおいしかった。私たちが訪れた

すぐ後に、メキシコ麻薬カルテルの暴動があったようで、危機一髪だった。

現地の治安が心配。 

 

寄港地(マサトラン）での感想 

 

1. マサトランは、港と街が少し離れているものの、歩ける距離であったため、徒

歩で中心街に向かった。中心に教会があり、その周りに、ショップが並ぶ旧

市街は、散策にも心地よい。気温もちょうど散歩に適していた。メキシコ料理

を堪能し、その後、海岸線まで散歩し、コーヒーブレイクを楽しんで、また、徒

歩で船に戻った。街を知るには、徒歩が一番である。街並みも綺麗で、再度

訪れたい街でもある。 

2. マサトランでは港湾周辺の再開発や観光インフラの整備が進められている

印象を受けた。歴史的な街並みや海岸の景観など観光資源も多く、クルー

ズ客を受け入れる潜在力があると感じた。寄港地観光としては、地域の文

化や歴史を体験できる点が魅力的であった。 
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3. 日本のよくあるクルーズ港湾と同じく、マサトランは貨物兼用の港であった

ので船からはカートで移動させられたが、それがエンタメ感があった。とは

いえ、コンテナが積み上がり埃っぽい感じはあったので、やはり客船専用の

岸壁であった方が安全のためにも景観のためにも望ましい。（人口規模は

44 万人程度で金沢市や宮崎市と同程度） 

4. 港のクルーズターミナルは比較的コンパクトであるが、観光客向けの案内

表示や土産物店などが整備されており、下船後すぐに観光の雰囲気を感じ

ることができる環境が整っていた。港から市街地へのアクセスもしやすく、海

の景観と歴史的な街並みの両方を楽しめるのが観光地として魅力である。 

5. マサトランもプエルトバジャルタ同様にかなり、観光地として発展しており、

Uber で簡単に移動することができた。また、巨大な市場やビーチ、展望台

などあり、クルーズの寄港地として 1 日で回りきれるくらいの規模間で大変

良かった。 

6. プエルトバジャルタ滞在時にも言えたことであるが、乗船下船はかなりスム

ーズに行われたように感じた。昼ごろに訪れた市場はどことなくローカルな

雰囲気が感じられた一方で、教会や灯台のようにしっかりと観光地としての

要素も兼ね備えた場所であるように感じ、いかにも観光地といった雰囲気

とはまた違ったような雰囲気が感じられて良かった。 

7. 入国審査等の煩わしさがなく、スムーズな下船が実現されていた。港の利

便性も良く、道中では英語を話す非常に親切な現地の人々と触れ合う機会

があり、安心して観光を楽しむことができた。過度な混雑も感じられず、異

国情緒を穏やかに味わえる優れた寄港地であるといえる。 

8. 観光地中心部まで歩いて行き、途中違う道を通ったのか、窓が割れている

車が停まっていたり鉄格子がはめてある家々が並んでいたりする道を通る

こともあり少しは不安も感じたが、全体的に治安が悪いとは感じることなく、

めぐることができた。それもあり観光地化されすぎていない程よい観光地に

感じ、地元の雰囲気を感じることができた。 

9. マサトランは外務省危険レベル 2 ということで気をつけてはいたが問題なく、

市場や旧市街地、灯台を存分に楽しめた。現地の人に話しかけられることも

多く、交流を楽しむことができた。 

10. Uber の運転手さんが教えてくれたタコス屋さんがとても美味しかったです。

マルガリータも初めて飲みましたがとても美味しかったです。Bar では訪れ

た人が自由に壁に落書きができて、書くのも楽しかったですが色んな人が

書いたものをみるのも楽しかったです。 
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11. 下船後はすごくスムーズに行動でき、ダウンタウンまで出て大聖堂を見学し

た後、ローカルなマーケットを回って広大なビーチ、タコス屋さんに行って戻

った。マーケットの二階でレストランの勧誘をすごく受けたり、ビーチで現地

の方におすすめのタコス屋さんを紹介され会計も安くしてくださったり、現

地の方との関わりも経験でき楽しかった。リゾート地という印象が強かった

が、ちょうど寄港の直前にカーニバルのイベントがあったようで、ポスターを

町中で見かけ、その頃はもう少し観光客も多かったのかなと感じた。 

12. 船からのマサトランの景色はあまり綺麗ではないと思った。ビルが立ち並ん

でいてグレーが多い印象。飲食店街はどの店も客引きがすごくて退散。結

局別のタコス屋さんに行ったら大当たり。おいしかった。2 チームに分かれ

て、私は海岸沿いのマサトランモニュメントを見に行ったが、プエルトバジャ

ルタよりかは見どころが少ない感じ。展望台に行っていたチームは写真を

見た感じ楽しそうだった。 

 

寄港地(カボサンルーカス）での感想 

 

1. 半島の先の入り江を囲む形で広がるリゾート地。多くのヨットが停泊し、レ

ストランやホテルが立ち並ぶ。また、沖合には、奇岩があり、小さいボートで

近寄り記念写真を撮るのがお決まりコースである。天候にも恵まれ、お決ま

りの写真が撮れた。まさに、リゾート地でバカンスという雰囲気。岸壁はな

いため、沖に停泊する形。到着時には、カーニバルの船が停泊していたが、

出港時には、ロイヤルカリビアンの船が到着していた。オーバーツーリズム

を防ぐために、時間をずらして寄港しているのかもしれない。 

2. カボサンルーカスは自然景観が非常に美しく、観光地としての魅力が強い

場所であると感じた。海と岩山の景観は印象的で、多くの観光客が訪れる

理由が理解できた。またクルーズ船が沖合停泊する形での寄港も特徴的で

あり、初体験だという点を除いても他の港とは異なる魅力的な体験であっ

た。 

3. ３つの港の中で、一番セレブ感があり物価も高かった。アメリカに最も近く、

ビリオネアが来やすいからであろう。グラスボートでの見学は本業カメラマ

ンが撮影してくれたので、良い写真が撮れた。帰国後、メキシコの麻薬王が

当局によって射殺され、当地でも爆撃が起こったと聞き、観光地における治

安の重要性を感じた。（人口規模は 20 万人で盛岡市や秋田市と同程度） 
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4. テンダーボートで港へ向かう過程は、クルーズ船や海の景色を間近に見る

ことができ、寄港地へ到着する特別な体験の一つであると感じた。一方で、

多くの乗客が同時に上陸するため、待ち時間が生じることもあり、人気寄港

地ならではの混雑も感じられた。 

5. カボサンルーカスは、港まで小舟でしたが、クルーズ船と海を一望できる小

舟はかなりよかった。ただ、リゾート感がかなりあり、物価もほかの2寄港地

よりも高く感じた。また、ホエールウォッチングなどのプログラムが多くあっ

たが、今回は時間と料金的に断念した。ただ港を離れるとかなりローカルに

なり、危なそうな地域も多いため、港の近くで散策するべきだと学んだ 

6. テンダーボートを用いた港へのアクセスは初めての経験で非常に新鮮であ

った。特徴的な岩の並びをテンダーボートでの海上移動中に眺めることが

でき、とてもきれいだと感じた。先に訪れた２つの港に比べるとアメリカドル

が使える店が多いという印象で便利さを感じた。朝はスムーズに下船でき

て非常にありがたかった一方で、昼船に戻る際には１時間程度並ぶことと

なり、少し大変だと感じた。 

7. 本寄港地では初めてテンダーボートへの乗船を経験した。現地ではバーで

酒を嗜み、土産物を購入するなど、派手な観光こそないものの落ち着いた

時間を過ごすことができた。しかし、船へ戻る際にはボート待ちの大行列が

発生したため、テンダーボートを利用する際は帰船時間に余裕を持って行

動すべきである。 

8. 知名度が高いリゾート地であったため期待していたものの、寄港地としては

最も魅力がなかった。港部分のみカフェやバー、土産物屋が並んで雰囲気

が良かったが、港から出ると殺伐としており、何も無いといってよいような場

所だった。港としては、沖付け・ボートでの乗下船は初めての経験で、興味

深かったし楽しむこともできたが、待ち時間もとても長いため、あまり体験し

たいものではないとも思った。 

9. カボサンルーカスは初の沖停泊ということで、小さい船に乗り換えて港と往

復した。港は観光地化されていたが、10 分も歩くと殺伐とした街になり、電

線に靴がかけられていたり、Covid と叫ばれるなど日本では経験し得ない

ことが起きた。 

10. クルーズ船から小型船に乗って陸まで移動するのが面白かったです。自分

たちの乗っていた船の大きさに圧倒されました。ツアーなどには参加しなか

ったのであまりすることがなかった印象ですが、みんなで壊れたゲーム機で

遊ぶのが楽しかったです。 
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11. アメリカドラマの中でも地名を耳にしたことがあり、今回寄港したメキシコの

三カ所の中では最もリゾート地という印象が強かった。ホエールウォッチン

グのツアーや小物の販売で声を掛けられることが多かったり、お土産屋さ

んやスーパーの価格が高めに設定されていたり、クルーズの寄港が経済に

かなり影響を与えていることを実感した。一方で、街を歩いていると雰囲気

が少し変わって靴が電線にぶら下がっているのを目にしたり、少し治安が悪

い地域もあるのではと、違った一面も感じられた。 

12. THE 港町という感じで天気もよく青い海と白い船が綺麗だった。建物が丸

型をしていて可愛かった。小型の船で上陸する経験もとてもよかった。海岸

から離れていくにつれ、観光客が減り、治安が悪くなる印象。歩いていると

電線に靴がかけられておりみんなで安全第一で引き返した。大型ショッピ

ングモールがあり、そこでお菓子などのお土産が買えたのがよかった。あざ

らしが大量におり、面白い光景だった。 

 

スマート・クルーズ・アカデミー企画全般についての感想と今後の要望 

 

1. 飛んでクルーズアカデミーは、海外に飛行機で飛び、現地でクルーズを楽

しむスタイルだ。初めてのクルーズは、手ごろな日本発着クルーズが良いが、

海外でクルーズを体験することで、いろいろなクルーズを体験でき、視野が

ひろがる。今回のメキシコクルーズでは、4000 人の乗客のうち、日本人は、

私たち 12 名と、もう 1 名のシングル客のみだったようだ。ほとんどがアメリ

カ人で、陽気で気軽なクルーズを楽しんでいた。値段も、アメリカの物価に

しては手ごろなため、気軽に特別感のない普通の旅行として参加している

のだと思う。時期が 2 月となると、実施場所は限られるが、今後も、いろいろ

な体験を提供していきたい。 

2. 今回はアカデミーの要素は薄いが、自由な分、学生間の交流は逆に深まっ

たように思うので、今後のアカデミー運営において参考になる側面も感じる

ことが出来た。また、教員と学生の共有する時間は、お互いに学ぶことが多

く、あったほうが良いと思うが、それぞれに予定も立てているとそのような時

間は持ちにくいので、どこかの時間帯に事前にセットしておくのが良いと思

った。 

3. 今回は学生が 8 人と教員 4 人でバランスが良く、各人の顔と名前が一致し

て全員と交流できたことが貴重であった。本場アメリカでは気軽なレジャー
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としてクルーズの地位が確立されていることを実感できたツアーであった。

アメリカ人とアジア人のクルーズに対する嗜好差も体感できた。 

4. 学生同士の交流、クルーズ業界の実態を学ぶ機会、寄港地での観光体験

など、さまざまな要素が組み合わさったプログラムであり、通常の旅行では

得られない多くの経験をすることができると思う。本場のクルーズを体験で

きたことも大きな意義があり、さらには、大型クルーズ船の施設やサービス、

乗客の楽しみ方などを実際に見ることで、クルーズ産業のスケールの大き

さや成熟した市場の姿を理解することができたのではないだろうか。 

5. 今回の参加者は阪大生と兵庫県立生だったが、人数が少数だったこともあ

り、かなり交流できた。お互いに、旅行経験や大学の話など、たわいもない

会話もでき、仲が深まり良かった。また、寄港地や会食でも常にともに行動

し、お互いにいい影響を与えあえたと感じた。 

6. 今回は全体の人数が比較的小規模であったのもあってか、食事や観光な

ど状況を問わず、先生と学生との違いや大学の違いに関係なく交流ができ

てとても楽しかった。寄港地での観光に関しても、以前訪れた台北などのよ

うなアジアの都市とは、町の風景や食事など多くの面で大きく異なる文化

を感じることができて非常に新鮮に感じられた。今後に関しては、ヨーロッ

パでのクルーズではまた違った風景や文化を楽しめそうで、機会があれば

行ってみたいと思った。 

7. 他大学の学生と深く交流し、さまざまな話をできたことは極めて貴重な経験

であった。自身にとって初上陸となったメキシコを含め、個人ではなかなか

行く機会のないアメリカ発着のクルーズを体験でき、その楽しさを存分に味

わうことができた。今後は、このような学生同士の繋がりや本格的なクルー

ズ体験の機会がさらに拡大することを切に要望する。 

8. 今回は終日航海の日が多く、船内のアクティビティも少なかったためかえっ

て、ただ集まってゆっくりと話すだけの時間が多く、それはとても良い時間だ

ったと思う。人数が少人数だったことも、全員で親密になれたことの理由だ

と思う。過去の、他の大学・他の学生が多く来るような大所帯のクルーズも

良かったため、少し寂しさも感じたが、とはいえそれとは別の楽しさがあって

良かった。米国発着という点は間違いなく参加の障壁であると感じるため、

もう少し行きやすい場所だとゼミのみんなで来れて良いとも思うが、だから

こその特別感もあるため、悩ましいと感じる。 

9. 今回は少人数ならではの魅力を存分に感じられた。B2-M1 といった幅広

い年齢層だったからこそ、クルーズといった体験以外でも多く学ぶことはあ
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ったと感じている。旅行に慣れたメンバーが多かったので安心して観光する

こともできた。全体として非常に充実した時間だった。 

10. 他大学の生徒と交流が深められることはもちろんのことですが、他大学の

教授の皆さんとも交流が深められるのはとてもいい機会だなと思いました。

寄港地観光ではなかなか行けないような場所に手軽に行けていいなと思

います。 

11. 前回のコスタセレーナ乗船時と比較して今回はかなり少人数だったため、ク

ルーズを通じて他大学の学生や先生方とも交流の機会を沢山持つことが

できた点がすごく良かった。また今回は終日航海の日も設けられていたお

かげで、クルーズ船内のアクティビティや食事も、各寄港地での観光も、バ

ランス良く満喫できた。遠方でのクルーズだからこその魅力をすごく実感す

ることができたため、時間のある学生のうちにぜひ多くの人に経験してほし

いと感じた。 

12. 少人数だったからこそ阪大生と非常に仲良くなれて嬉しかった。英会話力

が高く、刺激を受けることができた。英語が堪能な人たちと関わりを持つこ

とがモチベーションの向上に繋がると感じた。このクルーズに参加していな

かったら絶対足を運んでいないであろう国、都市に行くことができてよかっ

た。初めてのクルーズが本場のクルーズであるため比較対象がないが、初

めてで本場を味わえたのは良い経験になった。もっとたくさんの学生にクル

ーズに参加してもらい、視野を広げるきっかけにしてほしい。 

 

地域活性化のためのクルーズ客船誘致と港湾の役割（メキシコの場合）についての感想 

 

1. 今回は、メキシコのリゾート地を 3 箇所を回ったが、複数の船が同時に寄港

しているなど、寄港地は、多くのクルーズ客でにぎわっていた。これらのリゾ

ート地では、クルーズの寄港は大きな観光の要素になっている。アメリカか

ら気楽に来れるという意味でも、この地域の活性化につながっていると思

われる。また、カボサンルーカスでは、岸壁は無く、沖留めであった。陸地か

ら船に戻る際には、ボートに乗るため、最大１時間ほどの待ち時間が出てお

り、岸壁に着岸できる良さはあると思われるが、気候も穏やかな南国であ

れば、荒浪でテンダーボートを降ろせないということも無く、多額のコストを

かけての港湾整備をしなくても良いかもしれない。 

2. 特別な観光客という感じはないのではないだろうか。毎週、高頻度でやって
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くるお金を使ってくれる観光客という感じなので、地域に定期的にお金が落

ちる重要な基幹産業となっている気がする。活性化のために誘致という雰

囲気は感じられなかった。 

3. 以前、プーケットに寄港したときと同様、カボサンルーカスもクルーズの定

番寄港地で複数船が入港することもあるにもかかわらずクルーズ用の岸壁

がなく沖留めであった。今回の寄港地 3 か所の中では最も人口規模が小

さな町とはいえ、日本ではすぐ予算がついてインフラ整備がされるであろう。

LA は温暖少雨という印象があったが 2 月は意外と寒く、半袖で出歩けるメ

キシコにアメリカ人が避寒に行きたがるのも分かる。気候は外生要因であ

り、政策などで変えられない優位性である。 

4. クルーズ船は一度に数千人規模の観光客を運んでくるため、寄港地の港や

周辺地域にとって非常に大きな経済効果をもたらしている。港湾はクルーズ

観光の入口として重要な役割を果たしている。寄港地では、港のターミナル

周辺に土産物店やレストラン、観光案内所などが整備されており、下船した

観光客がすぐに観光や買い物を楽しめる環境が整えられていた。 

5. 今回のメキシコの 3 都市はまさしく、クルーズ船の寄港地となっていること

そのものは地域活性化に直結していると感じた。毎週のようにアメリカから

くる観光客の現地地域への出費は、かなりそれぞれの都市の主軸の財源

だと感じた。港もかなり整備されおり、タクシー運転手などもクルーズ船の

寄港のスケジュールで動いていると推測できる。 

6. クルーズ船の来航によって多くの観光客がやってくると、現地で買い物をし

たり、アクティビティを楽しんだりするなどして非常に多くのお金が使われ、

地元の経済に多くの利潤がもたらされると感じた。そのような経済効果のた

めにも港湾は水深などの面で大型船に対応させること、出入国管理などの

設備を整えることなどが重要であると感じた。 

7. 寄港地の港湾施設や受け入れ態勢は非常に良好であったと感じる。しかし、

港から市街地への出口や移動方法に関する案内がより充実すれば、利便

性はさらに向上するはずである。また、観光客が安心して滞在できるよう、

港湾周辺を含めた治安維持の強化を徹底することが、地域活性化や誘致

の成功において不可欠な要素であると考える。 

8. メキシコのどの寄港地でも他のクルーズ船を見かけたため、寄港地として

の規模感の大きさを実感したし、クルーズ客誘致の重要性も感じた。一方

で、自分たちのクルーズの翌週に麻薬組織による報復攻撃が行われ、寄港

地の一つであったプエルトバジャルタでも騒動が起きたことを考えると、治
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安改善や安全性の担保が、特に治安の良くないメキシコでは求められると

感じたため、単なる港湾整備や観光施策に留まらない取り組みが必要なの

だろうだと感じた。 

9. メキシコの港と言われれば密輸や人身売買などに使用されることもあるが、

クルーズなど明るい目的に使われているという時点でその地域の治安が他

よりも良いことがわかる。メキシコの観光客誘致と治安改善は同時に進め

ていくことで双方促進されていくのでは考えた。 

10. クルーズ船の寄港地になるというだけでたくさんの人が街に訪れることに

なりますし、その人たちが街でお金を使うことによってもたらされる経済効

果はとても大きいと思います。港がある街とない街とでは同じようなところ

にあったとしても経済力の差は大きいと思います。 

11. 今回メキシコでの寄港地観光を通じて、クルーズ船の寄港が巨大な観光消

費を生み、飲食店や土産店、現地ツアー会社を中心に大きな経済効果を得

ていることを身に感じた。宿泊なしの数時間の滞在であっても、クルーズの

乗船客が地域経済に与える影響は大きく、クルーズ客船誘致の効果はかな

り大きなものであると感じた。 

12. ３つの都市とも、クルーズがあってこその観光地だと思う。日本でもそのよう

な観光地としてのあり方をもっと模索していくべきだと感じた。クルーズの寄

港地であることで雇用が生まれ、街に活気が出ると感じた。港街側はそこで

いかに楽しい経験をしてもらい、また来たいと思わせて、リピートしてもらえ

るかが重要なポイントだと感じた。 

 

クルーズを通じた若い世代の国際交流・異文化理解についての感想 

 

1. アメリカ発着のメキシコクルーズは、若い世代が多いと思っていたが、思っ

ていたほどには、若い世代ばかりではなく、年配の乗客も多かった。逆に言

えば、アメリカでも、さらに若い世代にクルーズが浸透することで、クルーズ

がまだまだ伸びる余地があると感じた。（若い世代は、ロイヤルカリビアン

や、カーニバルに乗っているのかもしれないが。）船内のアメリカ人の様子

から、アメリカ人の生活スタイルも学べたし、日本からこのようなクルーズを

体験することで、より一層、アメリカ文化を理解することができると感じた。 

2. クルーズのような国際的な環境では、多様な文化や価値観に触れる機会

が多く、若い世代にとって非常に有意義であると感じた。異なる国や背景を
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持つ人々と交流することで、視野を広げることができる。こうした経験は将

来的な国際理解にもつながると考えられる。 

3. 今回のクルーズは子供だけでなくティーンが大勢乗船していて、ティーン向

けの出会いイベントも設定されていた。クルーズは大学生だけでなく中高生

の交流の場にもなれるのだと思う。中高生で乗船機会があれば、留学への

意識が高まるまたはハードルが下がるだろう。 

4. 今回のクルーズ体験を通じて、クルーズ船は単なる観光の手段ではなく、国

際交流や異文化理解を深める場としても大きな役割を持っていると感じた。

クルーズ船にはさまざまな国や地域から多くの乗客が集まっており、船内で

は自然と多様な文化や価値観に触れる機会が生まれる。特に若い世代に

とっては、こうした環境の中で異なる背景を持つ人々と交流することが、国

際的な視野を広げる貴重な経験になると思う。 

5. クルーズ船を通じて国際交流や異文化理解は促進されると感じた。やはり、

アメリカ人ばかり乗っていたこともあり、エレベーターで軽く会話が始まるで

あったり、陽気な感じがまさしく交流のきっかけになると同時に、他国の文

化に対してなにかしらの考え方を持つことは異文化理解の第一歩だと思っ

た。 

6. 寄港地での観光の際には食事やアクティビティなどにおいて現地の方々と

の交流をする機会があったり、船内でも多様な国籍をもつクルーズ客やク

ルーの方々との交流をする機会があったりして、国際交流や異文化理解に

つながりそうな機会は多くあると感じた。特にクルーズで訪れる都市の中に

は個人旅行で訪れる機会の多くない中小規模の都市も時折存在すると感

じるが、そういった都市にある地元ならではの飲食店などを訪問することは、

地元の雰囲気を感じるいい機会になるように思われた。 

7. 若い世代にとって、クルーズを通じた異文化交流は積極的に行うべき意義

深い活動である。現地では全員に英語が通じるわけではなく、メキシコのよ

うにスペイン語が主体となる地域も存在する。単に言語を話すだけでなく、

現地の言語や文化的な背景を事前に理解し、歩み寄ろうとする姿勢こそが、

真の国際交流と相互理解には必要不可欠である。 

8. 国際交流的な異文化理解の面では、他のクルーズ客はそれぞれの休暇に

来ており、クルーも仕事の一環である（それもやや特殊な接客業である）た

め、国際交流が促進されるとは言えないと思う。ただ一方で、クルーズは受

け身でも楽しめる空間のため、カジュアルに異文化を消費することができる

機会だと感じる。 
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9. 今回は英語話者を前提としたクルーズだったのもあって、他の乗客との交

流が少なくなってしまった。一方で、寄港地では習いかけのスペイン語で積

極的にコミュニケーションをはかることができたと考えている。クルーズ内外

でコミュニケーションの意思表示をしっかり示すことが交流の第一歩だと実

感した。 

10. 今回のクルーズでは私たちと同じ世代の人はあまり見かけませんでしたが、

現地の人で親と来ているであろう子供たちがクルーズ中に仲良くなって最

終日に写真を撮っているのを見かけてとても素敵だなと思いました。もっと

若い人たちにもクルーズが広まってこういう体験が増えたらいいなと思いま

した。 

11. クルーズ船内では多国籍の乗客やクルーと交流する機会があり、自然と言

語や文化の違いを体感しながらコミュニケーションを取る経験が得られるこ

とを実感した。今回であればアメリカ、メキシコと近隣の国々でも異なる文

化圏を一度に訪れることができ、楽しみながら自然な形で国際交流・異文

化理解を深められる点にクルーズの教育的意義があると思う。 

12. クルーズ内のレストランで日本に親戚がいるフィリピンの女性と会話した。

拙い英語ではありながらもコミュニケーションを取ることで、かなり距離が

縮まると共に暖かい気持ちになった。こうして国際交流は始まるのだと感じ

た。クルーズを通して外国人の中に混ざって、アクティビティを楽しむことで、

日本人と海外の人それぞれの特質を体感することができた。海外に行くこ

とで、日本を俯瞰して見ることができるようになった。 

 

クルーズの社会的意義とクルーズ振興の在り方(ニーズの掘り起こしにむけての若い世代からの視点) 

 

1. 日本発着の外国船のクルーズは増えているが、円安で魅力が増した日本を

観光したい外国人乗客の利用を想定したものであり、日本人のクルーズ客

は増えていない。飛鳥Ⅲが就航し、商船三井クルーズも、2 隻体制になった。

供給は増えているが、集客は苦戦しているようだ。その背景には、働き方改

革が追い付いていないため、勤労世代・若者への広がりに苦戦しているよ

うだ。GW などはクルーズも一つのレジャーとして認識されてきているので、

休みの分散などにより、集中せずに、休みを取る仕組みづくりが求められよ

う。 

2. クルーズは単なる観光旅行ではなく、国際交流や地域経済の活性化にも寄
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与する可能性を持つ産業であると感じた。多くの国や地域を結びつける役

割を持っており、文化交流の場としても重要である。今後は若い世代にもク

ルーズの魅力が広がることを期待したい。 

3. 今回は日本人から見ても割安なクルーズだったので、インフレに苦しむアメ

リカ人中間層にとってはクルーズはかなり家計に優しいエンタメのはずであ

る。人気があるのもうなずける。 

4. 船内には宿泊、食事、エンターテインメント、スポーツなどさまざまな施設が

あり、乗客は海の上でリゾートのような時間を過ごすことができる。このよう

な体験型の観光は、現代の観光ニーズとも合致しており、クルーズ産業は

今後も成長の可能性を持つ分野である。 

5. クルーズは、今回のメキシコのように、単独で行くのが厳しい地域であって

も安全に楽に観光できる点が魅力的である。また、クルーズ船は、旅行に行

くのが面倒だと感じている若い世代こそ乗るべきだと思う。やはり、自分で

極限に安く、宿と飛行機を手配することもいいが、一度パッケージ旅行のよ

うにクルーズ船にのることは違う旅の視点を提供してくれると感じた。 

6. クルーズはプランによってはそこまで高くない値段で宿泊や食事などのサ

ービスを受けられ、さらに寄港地での観光も楽しめるなど、若年層にとって

も良い観光の手段であるように感じるが、世間的には敷居の高いものであ

るというイメージが未だ根強いのではと感じる。実体験の共有などを通して

クルーズの良さが広まれば、クルーズ振興により繋がってゆくのではと感じ

る。 

7. 船内は極めて平和な空間であるが、一歩外に出れば危険が伴う場所もあ

り、その対比が印象的であった。クルーズには、異なる文化を持つ人々が一

つ屋根の下で過ごす「平和産業」としての側面がある。この平和な文化を

広く普及させることが、若い世代のニーズを掘り起こし、産業としての社会

的意義をより高めていくための鍵になると確信している。 

8. 日本の消費者をターゲットに考えれば、アメリカ発着という今回のクルーズ

は、たとえその内容や寄港地が魅力的であったとしても、需要の掘り起こし

は難しいと感じる（だからこそ日本での販売は行われていないのだろうが）。

ただし、今回の船の航路でいえばメキシコ、アラスカなど、クルーズだからこ

そ気軽に行けるという面も多少はあるとは思う。しかしメキシコやアラスカに

行こうとする旅行者が、クルーズの寄港地の一つとしてそれらを訪れるとい

う選択肢を思い浮かべることは現状では限りなく少ないと思うので、そのよ

うな人をターゲットにした宣伝施策も重要だと思う。 
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9. クルーズの魅力として新たに感じたのは、治安が比較的悪いと呼ばれる観

光地であれど日中のみの観光になるので比較的安全に訪れることができ

ることだ。現地で手配するものが少ないので不安も少なく、多様な経験を積

むことができる点を押し出すとさらに魅力が伝わるのかもしれない。 

10. クルーズに乗る前までは飛行機の方が早く楽に移動できると思っていまし

たが、クルーズは移動中も楽しめことができるのが最大の魅力だと思いま

す。また寄港地がある場合は船内に荷物を置いておくことができるので身

軽に観光をすることができるのもいいところだなと感じました。 

11. クルーズの社会的意義は、単なる観光にとどまらず、人・地域・文化を繋ぐ

交流の場を生み出す点にあると感じた。一方で若い世代から見ると、クルー

ズは「高価」「年配向け」というイメージが強く、身近な旅行手段とは言い難

いと思う。私自身、今のゼミに入っていなければクルーズに乗船することは

きっとなかったと感じている。今後の振興には、現在も先生方やクルーズ船

会社の方々が行ってくださっているような、短期間・比較的低価格の学生向

けクルーズプランでとにかく認知度を高めることが重要だと改めて感じた。

他の学生と共感したことで、若い頃にクルーズの乗船経験があると、年配に

なった際も旅行手段として考える可能性が高まると感じているため、若い世

代にとってのクルーズへのイメージを変えることが最も鍵となると思う。 

12. クルーズがあることで、普段は訪れにくい港町にも訪れやすくなり、その港

町は観光地として栄える。乗客はレアな観光地に行きやすくなる、その地域

の魅力を知ることができる。双方にとって魅力なものだと感じた。振興につ

いては、知り合いづたいに広めていくのが良いと思った。知り合いにクルー

ズに行っている人がいるかいないかで、行きたいと思うかどうかはかなり変

わってくると思う。ねずみこうのように、若い世代にも広げていくことが重要

だと考える。 

 

クルーズ全般への感想 

1. 今回のロス発着メキシコクルーズで乗船した NCL ブリスは、想像以上に、

個人的には、総合評価が高い結果となった。SHOW は、寂しかったが、バラ

エティのある食事、低層階でいつでも食べれるローカルフード、眺めの良い

オブザベーションラウンジと、そのラウンジに、ほぼ常に、軽食、水はもちろ

んジュースやコーヒーまであるのが良い。コーヒーもベリッシマよりおいしく

感じた。さらなる進化系のＮＣＬの最新船プリマクラスにも乗ってみたいと思
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った。 

2. 今回のクルーズ体験を通じて、クルーズ産業の規模や魅力を実感すること

ができた。船内生活、寄港地観光、他大学生との交流のいずれも貴重な経

験であり、普段の旅行とは異なる視点で世界を見る機会となった。今後も

機会があれば、異なる地域のクルーズにも参加してみたいと感じた。 

3. 今回、兵庫県立大のサーファー男子が参加を希望していながら、相部屋と

なる男子が足りずに断念した件があった。本学にも運送系に就職が決まっ

ている学生がいたので、無理をしても同行してもらえればよかったと後悔し

ている。SCA は費用はかかるものの、それ以上の経験ができるコンテンツ

であることは確実である。 

4. クルーズ旅行には、時間の使い方の豊かさもある。船旅では移動そのもの

が体験となり、海を眺めながらゆっくりと過ごす時間や、船内のイベントを楽

しむ時間など、日常生活とは異なるゆったりとした時間の流れを感じること

ができた。将来の観光や国際交流のあり方を考えるうえで非常に意義のあ

る経験になった。 

5. クルーズ船は改めて、旅において素晴らしいと感じた。また、一緒に乗る人

によって、かなり楽しみ方も変わることがわかったので、同じ航路でもメンバ

ーを変えるだけでかなり楽しめると思った。今後も機会があればぜひ、クル

ーズ船に乗船したいと思う。 

6. 今回、時差や疲れによる影響のためか、LA 観光やクルーズ序盤に眠気が

全然解消されないといった状況が発生していた。飛行機内での睡眠が全然

とれなかったことも理由としてありそうなので、次回以降こうした状況を起こ

さないように対策を施したい。そして英語のリスニング力がもっとあれば楽

しめた場面が少なからずあったように感じたため、英語のリスニングをもっ

と練習したいと感じた。 

7. 海外では日本円の通用度が低く、通貨の利便性について認識を改める機

会となった。また、船内での手洗いの洗濯に苦労したことは、実体験ならで

はの失敗談である。総じてクルーズ生活は非常に楽しく、将来もまた乗船し

たいと強く感じた。今回の経験を糧に、準備の重要性を学びつつ、今後もク

ルーズという旅の形態に深く関わっていきたい。 

8. 過去複数回クルーズアカデミーに参加したが、今回のクルーズのアメリカ

発着・メキシコ寄港・多い終日航海と談話時間などを考えると、これまでの

集大成とも言えるような良いクルーズ旅行だったと思う。 

9. 社会人になるので当分クルーズに乗る機会はないと思うが、次はゼミ以外
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の友人や家族を連れて乗ってみたいと思う。3 年間とても良い経験ができ

たと思う。後輩たちにもぜひ積極的に参加してほしい。 

10. 回答無し 

11. 唯一失敗談として挙げるなら、学生メンバーの中でアメリカドルを両替して

きた人が少なく、特にメキシコ観光の際に現金(ペソ)がぎりぎりであまり自

由に買い物などができなかったこと。クルーズ全体の感想として、これまで

飛行機やホテルを利用する海外旅行の経験は多かったが、今回のクルーズ

を通じて、移動・宿泊・食事・娯楽が一体化したクルーズ旅行の快適さと効

率性を強く実感した。学生の間に行けるクルーズは今回が最後になってし

まったが、私が行っている様子を見て親や友人など周囲でクルーズに興味

を示してくれる人も増えた。観光だけでなく、移動時間そのものまで楽しめ

る点はクルーズならではの魅力であり、今後の旅行手段の一つとして積極

的に検討したいと感じている。 

12. 皆様、ありがとうございました。すべての経験が初めてで刺激的で、かけが

えのない経験になりました。同時に、このようなクルーズに関わる仕事もあ

るのだと新たな気づきもたくさんありました。県大生の後輩はクルーズに参

加したことがないと思うので、おすすめしようと思います。ありがとうござい

ました。 

 


